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作成者
○　評価書番号は、特定個人情報保護評価計画管理書（以下「計画管理書」という。）の「評価書番号」欄に記載する番号と同じものを記載してください。



作成者
○　評価書名には、特定個人情報保護評価（以下「評価」という。）の対象の事務の内容が分かる名称を記載してください。事務やシステムの名称をそのまま用いる必要はなく、実態に応じて、評価書の内容を推察できる名称としてください。
○　評価は、原則として、法令上の事務（番号法別表に掲げる事務）を単位に実施するものですが、評価実施機関のシステムや事務の執行状況等によっては、別表の項ごとでは評価書の記載が困難な場合や、別表の複数の項をまとめて記載した方が分かりやすい場合などが考えられるため、評価実施機関の判断で、別表の事務を分割又は統合した事務を単位に、１つの評価書を作成することを可能としています。
○　評価対象の事務の実施をやめるなどした場合は、評価書名に続けて事務の実施をやめるなどした日を【●年●月●日終了】と記載してください。事務の実施をやめるなどした日から少なくとも３年間は評価書を公表しておくことが必要です。



作成者
○　評価の結果、評価対象の事務において、特定個人情報ファイルの取扱いに際し、個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを認識し、このようなリスクを軽減するための適切な措置を講じていることを確認の上、宣言してください。


作成者
○　評価対象の事務において評価実施機関が実施しているリスク対策のうち、特に力を入れて取り組んでいること等、特記して一般に向けて積極的に情報提供したいものがある場合は、記載してください。特記すべきものがなければ、「なし」又は無記入で構いません。



作成者
○　評価書を提出する評価実施機関の名称を記載してください（例：●●大臣、 ●●庁長官、●●県知事、●●市長、●●市教育委員会、独立行政法人●●等）。
  【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第２号）。】
○　評価実施機関（評価対象の事務について評価の実施が義務付けられる者）が複数存在する場合は、取りまとめの評価実施機関が評価書を作成・提出するとともに、「Ⅰ６．他の評価実施機関」に取りまとめ以外の全ての評価実施機関の名称を記載してください。



作成者
○　評価の実施・再実施又は修正に伴い評価書を個人情報保護委員会（以下「委員会」という。）に提出するときに、公表する日を記載してください。
○　評価書の記載内容は、原則として、公表日時点のものとしてください。事前評価という評価の性質上、公表日時点での想定に基づいて記載することになります。
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作成者
○　評価対象の事務の名称を記載してください。計画管理書の「事務の名称」欄に記載する名称と同じものを記載してください。


作成者
○　評価対象の事務全体の概要及びその中で特定個人情報ファイルを使用して実施する事務の具体的な内容を記載してください。
○　さらに、特定個人情報の流れが分かる事務フロー図を別添１に記載してください。
※　文字数により、セルの表示に収まりきらない（文字が見切れてしまう）場合については、「別添○○を参照。」などと記載の上、当該項目の内容がわかる資料を作成し、評価書の添付資料として併せて提出・公表するなどしてください。（以下全ての項目について、同じです。）



作成者
○　評価対象の事務の対象人数を選んでください。基礎項目評価書の「Ⅱ 1．対象人数」欄と同じものを選択してください。ただし、特定個人情報保護評価の実施が義務付けられない事務で、任意で評価を行う場合、基礎項目評価書の「1,000人未満(任意実施）」ではなく、評価を行う事務の対象人数を選択してください。



作成者
○　評価対象の事務において使用するシステムの名称を記載してください。計画管理書の「システムの名称」欄に記載する名称と同じものを記載してください。



作成者
○　このシステムが実現する機能の名称とその概要を記載してください。



作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。


作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。


作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。


作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。



作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。


作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。


作成者
○　このシステムと接続して情報（特定個人情報に限らない。）をやりとりするシステムを全て選択してください（目視、紙又は電子記録媒体を介したやりとりは含まない。）。「その他」を選択する場合はシステムの名称を記載してください。
○　宛名システム等とは、個人番号と既存の内部番号（宛名番号）の対照テーブルなどを用い複数の事務で個人番号を共通して参照するシステムであり、例えば、地方公共団体における団体内統合宛名システムのことです。


作成者
○　評価対象の事務において複数のシステムを使用する場合は、システム２～20の記載欄を「再表示」することにより、その事務を実施する上でのシステムの重要性の順に、それぞれのシステムについて同様に記載してください。
○　評価対象の事務において使用するシステムの数が21以上の場合は、評価書にはシステム20まで記載し、残りのシステムについて同様に記載した添付資料を併せて提出・公表してください。
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作成者
○　評価対象の事務において取り扱う特定個人情報ファイルの名称を記載してください。正式な名称がない場合は、主な記録項目、事務を実施する上での使用目的等に基づく名称を作成し、記載してください。データベース名などでも構いませんが、特定個人情報ファイルの内容を推察できる名称としてください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第１号）。】
○　複数の特定個人情報ファイルを取り扱う場合は、全ての特定個人情報ファイルの名称を記載してください。その際、各特定個人情報ファイルの名称の前に「１．２．３．・・・」と通し番号を付してください。II、IIIのそれぞれ「１．特定個人情報ファイル名」において、そのシートで記載する特定個人情報ファイルの名称を記載する際に、この通し番号とともに記載してください。
○　特定個人情報ファイルの保有をやめた場合又は対象人数が1,000人未満となった場合は、特定個人情報ファイル名に続けて、保有をやめた場合は【●年●月●日　保有終了】、1,000人未満となった場合は【●年●月●日　対象人数1,000人未満となる】と記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第３項）。】


作成者
○　評価対象の事務において個人番号を利用する法令上の根拠を記載してください。番号法別表の事務については、別表の項の番号を記載してください（主務省令の名称及び条項を記載する必要はありません。）。別表以外の番号法の規定、住民基本台帳法第７条等の番号法以外の国の法令の規定又は番号法第９条第２項に基づく条例の規定を根拠とする場合は、法令名及び条項を記載してください。評価実施時に条例が制定されていない場合には、「○○に関する条例案」等と記載しても構いません。条例制定後、必要に応じて、評価書の修正又は評価の再実施を行ってください。


作成者
○　情報提供ネットワークシステムによる情報連携を実施するか否かを選択してください。主務省令が制定されていない等の理由により、評価実施時点で情報連携を実施するか否かを決定できない場合は、「未定」を選択し、決定した後に評価の再実施又は評価書の修正を行い、再度提出・公表してください。


作成者
○　法令上の根拠には、情報提供ネットワークシステムによる情報連携ができる根拠規定を記載してください。根拠規定の記載について、番号法第19条第８号に基づく情報連携を行う場合は、利用特定個人情報提供主務省令第２条の表の番号を記載してください（主務省令の正式名称及び第３条以降の条項を記載する必要はありません。）。条例に基づく独自事務について情報連携を行う場合は、番号法第19条第９号と記載してください。
［例］番号法第19条第８号に基づく主務省令第２条の表○○○の項
※　情報提供ネットワークシステムを通じた利用特定個人情報の提供ができる根拠規定及び照会ができる根拠規定を区別して記載してください。
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作成者
○　評価の実施を担当する部署の名称及び所属長の役職名を記載してください。部署については、計画管理書の「担当部署」欄に記載する部署名と同じものを記載してください。
○　（計画管理書の表紙に記載した）評価実施機関において実施する評価に関連する全ての事務の取りまとめを担当する部署ではなく、評価対象の事務に知見を有し、実際に評価を実施する部署です。複数の部署が共同で評価を実施する場合は、複数の部署の名称、所属長の役職名を記載してください。




作成者
○　評価の実施を担当する部署の名称及び所属長の役職名を記載してください。部署については、計画管理書の「担当部署」欄に記載する部署名と同じものを記載してください。
○　（計画管理書の表紙に記載した）評価実施機関において実施する評価に関連する全ての事務の取りまとめを担当する部署ではなく、評価対象の事務に知見を有し、実際に評価を実施する部署です。複数の部署が共同で評価を実施する場合は、複数の部署の名称、所属長の役職名を記載してください。



作成者
○　評価実施機関（評価対象の事務について評価の実施が義務付けられる者）が複数存在し、取りまとめの評価実施機関が評価書を作成・提出する場合に、取りまとめ以外の全ての評価実施機関の名称を記載してください。
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作成者
○　手作業処理ファイルについて任意で記載する場合は、このExcelファイルには1又は2の選択肢を記載の上で提出し、公表用のPDFファイルを直接編集して、「手作業処理ファイル」とした上で、公表する必要があります。



作成者
○　特定個人情報ファイルの対象となる本人の数を選択してください。事務の対象人数とは異なります。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　５情報のうち記録しない項目がある場合は、「その妥当性」の欄にその旨を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。
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作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】

作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　評価対象の事務のために特定個人情報を使用する評価実施機関内の全ての部署の名称と使用者数（各部署の従業者の総数）を記載してください。委託先、提供先又は移転先の従業者は含みません。
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作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを委託するかどうかを選択してください。

作成者
○　委託する場合は、（委託先単位ではなく）委託事項単位で、件数を記載してください。


作成者
○　委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）を選択してください。再委託する場合は、再委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）も含めて計上してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するかどうかを選択してください。再委託しない場合は、⑤及び⑥を記載する必要はありません。
○　現状では再委託を実施していない場合でも、今後、委託業者の繁忙や人的リソースの状況によって、再委託を行う可能性がある場合は、「再委託する」を選択してください。また、契約書の再委託条項等において、再委託ができる旨を規定しておく必要がありますので、御注意ください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するに当たって、どのような手続・方法によるかを記載してください。
○　原則として再委託をしないこととしている場合は、その旨を記載してください。
○　また、再委託を行う場合（可能性がある場合も含む。）は、番号法第10条等の観点から、再委託をする際に、事前許諾を行う方法、再委託先において特定個人情報の適切な安全管理措置が図られることを確認すること、再委託先の監督を行うこと等についても記載してください。
○　評価実施機関が再委託を許諾する場合は、その判断基準について記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するに当たって、どのような手続・方法によるかを記載してください。
○　原則として再委託をしないこととしている場合は、その旨を記載してください。
○　また、再委託を行う場合（可能性がある場合も含む。）は、番号法第10条等の観点から、再委託をする際に、事前許諾を行う方法、再委託先において特定個人情報の適切な安全管理措置が図られることを確認すること、再委託先の監督を行うこと等についても記載してください。
○　評価実施機関が再委託を許諾する場合は、その判断基準について記載してください。

作成者
○　 特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項が複数ある場合は、委託事項2～20の記載欄を「再表示」することにより、①再委託しているもの、②取扱いを委託する特定個人情報ファイルの対象となる本人の数、③委託先における取扱者数の多い順に、それぞれの委託事項について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項の数が21以上の場合は、この評価書には委託事項20まで記載し、残りの委託事項について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。
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作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。

作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　特定個人情報の提供先が複数ある場合は、提供先２～20の記載欄を「再表示」することにより、①提供する情報の対象となる本人の数、②提供の頻度の多い順に、それぞれの提供先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の提供先の数が21以上の場合は、この評価書には提供先20まで記載し、残りの提供先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。


作成者
○　過去の実績から経常的に移転することが想定される場合は、その時期・頻度を記載してください。経常的に移転することが想定されない場合は、「照会を受けたら都度」と記載してください。
○　再実施・評価書の修正の際には、「１年間に約●回」といった形で移転実績の概数を記載してください（１回に１人の情報を移転した場合も１回、１万人の情報を移転した場合も１回とします。）。


作成者
○　全ての移転先を記載することが困難な場合は、これまでの経緯を踏まえ、今後も経常的に移転することが予想されるものに限って記載しても構いません。
○　特定個人情報の移転先が複数ある場合は、移転先2～20の記載欄を「再表示」することにより、①移転する情報の対象となる本人の数、②移転の頻度の多い順に、それぞれの移転先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の移転先の数が21以上の場合は、この評価書には移転先20まで記載し、残りの移転先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。
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作成者
○　上記以外にこの特定個人情報ファイルの取扱いに関して記載したい事項があれば、記載してください。




(A1) FEBAERZ7ILVEREER
RFEDEEY,



作成者
○　「Ⅱ ２．④主な記録項目」欄において選択・記載したものを含め、この特定個人情報ファイルに記録される全ての記録項目を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第４号）。】
○　なお、記録項目をオブジェクト・画像として貼り付けたり、テキストボックスを利用したりする場合において、保護評価システムの評価書の提出の際にエラーが発生する場合は、画像等に隠れるように文字を入力してください。
○　記録項目を記載する目的は、特定個人情報ファイルの内容を明らかにすることです。そのため、データベース内の項目名をそのまま記載しなければならないわけではなく、例えば、本人等から入手する情報を基に記録される項目とバッチ処理等のシステム処理のために用いる記録項目があると思われますが、前者の記録項目を分かりやすく記載することが考えられます。
○　記録項目に要配慮個人情報が含まれるときは、その旨を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第６号）。】
○　特定個人情報ファイルの種類がその他の電子ファイルであって、記録項目を個別具体的に事前に特定することが困難であるなど特段の事情がある場合には、具体的な項目を記載することまでは必ずしも求められませんが、特定個人情報ファイルに記録される情報の種類・内容等が分かるよう、できる限り具体的に記載することが求められます。
※　文字数により、セルの表示に収まりきらない（文字が見切れてしまう）場合や、特定個人情報ファイルごとに記載を分けたい場合等は、マイナンバー保護評価システムでの提出時のエラーを防ぐため、この様式内でシートのコピーをせずに、別途資料を作成し、評価書の添付資料として併せて提出・公表するなどしてください。
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作成者
○　手作業処理ファイルについて任意で記載する場合は、このExcelファイルには1又は2の選択肢を記載の上で提出し、公表用のPDFファイルを直接編集して、「手作業処理ファイル」とした上で、公表する必要があります。



作成者
○　特定個人情報ファイルの対象となる本人の数を選択してください。事務の対象人数とは異なります。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　５情報のうち記録しない項目がある場合は、「その妥当性」の欄にその旨を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。
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作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】

作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　評価対象の事務のために特定個人情報を使用する評価実施機関内の全ての部署の名称と使用者数（各部署の従業者の総数）を記載してください。委託先、提供先又は移転先の従業者は含みません。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを委託するかどうかを選択してください。

作成者
○　委託する場合は、（委託先単位ではなく）委託事項単位で、件数を記載してください。


作成者
○　委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）を選択してください。再委託する場合は、再委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）も含めて計上してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するかどうかを選択してください。再委託しない場合は、⑤及び⑥を記載する必要はありません。
○　現状では再委託を実施していない場合でも、今後、委託業者の繁忙や人的リソースの状況によって、再委託を行う可能性がある場合は、「再委託する」を選択してください。また、契約書の再委託条項等において、再委託ができる旨を規定しておく必要がありますので、御注意ください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するに当たって、どのような手続・方法によるかを記載してください。
○　原則として再委託をしないこととしている場合は、その旨を記載してください。
○　また、再委託を行う場合（可能性がある場合も含む。）は、番号法第10条等の観点から、再委託をする際に、事前許諾を行う方法、再委託先において特定個人情報の適切な安全管理措置が図られることを確認すること、再委託先の監督を行うこと等についても記載してください。
○　評価実施機関が再委託を許諾する場合は、その判断基準について記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するに当たって、どのような手続・方法によるかを記載してください。
○　原則として再委託をしないこととしている場合は、その旨を記載してください。
○　また、再委託を行う場合（可能性がある場合も含む。）は、番号法第10条等の観点から、再委託をする際に、事前許諾を行う方法、再委託先において特定個人情報の適切な安全管理措置が図られることを確認すること、再委託先の監督を行うこと等についても記載してください。
○　評価実施機関が再委託を許諾する場合は、その判断基準について記載してください。

作成者
○　 特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項が複数ある場合は、委託事項2～20の記載欄を「再表示」することにより、①再委託しているもの、②取扱いを委託する特定個人情報ファイルの対象となる本人の数、③委託先における取扱者数の多い順に、それぞれの委託事項について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項の数が21以上の場合は、この評価書には委託事項20まで記載し、残りの委託事項について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。
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作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。

作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　特定個人情報の提供先が複数ある場合は、提供先２～20の記載欄を「再表示」することにより、①提供する情報の対象となる本人の数、②提供の頻度の多い順に、それぞれの提供先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の提供先の数が21以上の場合は、この評価書には提供先20まで記載し、残りの提供先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。


作成者
○　過去の実績から経常的に移転することが想定される場合は、その時期・頻度を記載してください。経常的に移転することが想定されない場合は、「照会を受けたら都度」と記載してください。
○　再実施・評価書の修正の際には、「１年間に約●回」といった形で移転実績の概数を記載してください（１回に１人の情報を移転した場合も１回、１万人の情報を移転した場合も１回とします。）。


作成者
○　全ての移転先を記載することが困難な場合は、これまでの経緯を踏まえ、今後も経常的に移転することが予想されるものに限って記載しても構いません。
○　特定個人情報の移転先が複数ある場合は、移転先2～20の記載欄を「再表示」することにより、①移転する情報の対象となる本人の数、②移転の頻度の多い順に、それぞれの移転先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の移転先の数が21以上の場合は、この評価書には移転先20まで記載し、残りの移転先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。
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作成者
○　上記以外にこの特定個人情報ファイルの取扱いに関して記載したい事項があれば、記載してください。




(A1) FEBAERZ7ILVEREER
RFEDEEY,



作成者
○　「Ⅱ ２．④主な記録項目」欄において選択・記載したものを含め、この特定個人情報ファイルに記録される全ての記録項目を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第４号）。】
○　なお、記録項目をオブジェクト・画像として貼り付けたり、テキストボックスを利用したりする場合において、保護評価システムの評価書の提出の際にエラーが発生する場合は、画像等に隠れるように文字を入力してください。
○　記録項目を記載する目的は、特定個人情報ファイルの内容を明らかにすることです。そのため、データベース内の項目名をそのまま記載しなければならないわけではなく、例えば、本人等から入手する情報を基に記録される項目とバッチ処理等のシステム処理のために用いる記録項目があると思われますが、前者の記録項目を分かりやすく記載することが考えられます。
○　記録項目に要配慮個人情報が含まれるときは、その旨を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第６号）。】
○　特定個人情報ファイルの種類がその他の電子ファイルであって、記録項目を個別具体的に事前に特定することが困難であるなど特段の事情がある場合には、具体的な項目を記載することまでは必ずしも求められませんが、特定個人情報ファイルに記録される情報の種類・内容等が分かるよう、できる限り具体的に記載することが求められます。
※　文字数により、セルの表示に収まりきらない（文字が見切れてしまう）場合や、特定個人情報ファイルごとに記載を分けたい場合等は、マイナンバー保護評価システムでの提出時のエラーを防ぐため、この様式内でシートのコピーをせずに、別途資料を作成し、評価書の添付資料として併せて提出・公表するなどしてください。
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作成者
○　手作業処理ファイルについて任意で記載する場合は、このExcelファイルには1又は2の選択肢を記載の上で提出し、公表用のPDFファイルを直接編集して、「手作業処理ファイル」とした上で、公表する必要があります。



作成者
○　特定個人情報ファイルの対象となる本人の数を選択してください。事務の対象人数とは異なります。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　５情報のうち記録しない項目がある場合は、「その妥当性」の欄にその旨を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。
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作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】

作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　評価対象の事務のために特定個人情報を使用する評価実施機関内の全ての部署の名称と使用者数（各部署の従業者の総数）を記載してください。委託先、提供先又は移転先の従業者は含みません。
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作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを委託するかどうかを選択してください。

作成者
○　委託する場合は、（委託先単位ではなく）委託事項単位で、件数を記載してください。


作成者
○　委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）を選択してください。再委託する場合は、再委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）も含めて計上してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するかどうかを選択してください。再委託しない場合は、⑤及び⑥を記載する必要はありません。
○　現状では再委託を実施していない場合でも、今後、委託業者の繁忙や人的リソースの状況によって、再委託を行う可能性がある場合は、「再委託する」を選択してください。また、契約書の再委託条項等において、再委託ができる旨を規定しておく必要がありますので、御注意ください。



作成者
○　 特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項が複数ある場合は、委託事項2～20の記載欄を「再表示」することにより、①再委託しているもの、②取扱いを委託する特定個人情報ファイルの対象となる本人の数、③委託先における取扱者数の多い順に、それぞれの委託事項について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項の数が21以上の場合は、この評価書には委託事項20まで記載し、残りの委託事項について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。



作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。

作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。
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作成者
○　特定個人情報の提供先が複数ある場合は、提供先２～20の記載欄を「再表示」することにより、①提供する情報の対象となる本人の数、②提供の頻度の多い順に、それぞれの提供先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の提供先の数が21以上の場合は、この評価書には提供先20まで記載し、残りの提供先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。


作成者
○　過去の実績から経常的に移転することが想定される場合は、その時期・頻度を記載してください。経常的に移転することが想定されない場合は、「照会を受けたら都度」と記載してください。
○　再実施・評価書の修正の際には、「１年間に約●回」といった形で移転実績の概数を記載してください（１回に１人の情報を移転した場合も１回、１万人の情報を移転した場合も１回とします。）。


作成者
○　全ての移転先を記載することが困難な場合は、これまでの経緯を踏まえ、今後も経常的に移転することが予想されるものに限って記載しても構いません。
○　特定個人情報の移転先が複数ある場合は、移転先2～20の記載欄を「再表示」することにより、①移転する情報の対象となる本人の数、②移転の頻度の多い順に、それぞれの移転先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の移転先の数が21以上の場合は、この評価書には移転先20まで記載し、残りの移転先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。


作成者
○　上記以外にこの特定個人情報ファイルの取扱いに関して記載したい事項があれば、記載してください。
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作成者
○　「Ⅱ ２．④主な記録項目」欄において選択・記載したものを含め、この特定個人情報ファイルに記録される全ての記録項目を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第４号）。】
○　なお、記録項目をオブジェクト・画像として貼り付けたり、テキストボックスを利用したりする場合において、保護評価システムの評価書の提出の際にエラーが発生する場合は、画像等に隠れるように文字を入力してください。
○　記録項目を記載する目的は、特定個人情報ファイルの内容を明らかにすることです。そのため、データベース内の項目名をそのまま記載しなければならないわけではなく、例えば、本人等から入手する情報を基に記録される項目とバッチ処理等のシステム処理のために用いる記録項目があると思われますが、前者の記録項目を分かりやすく記載することが考えられます。
○　記録項目に要配慮個人情報が含まれるときは、その旨を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第６号）。】
○　特定個人情報ファイルの種類がその他の電子ファイルであって、記録項目を個別具体的に事前に特定することが困難であるなど特段の事情がある場合には、具体的な項目を記載することまでは必ずしも求められませんが、特定個人情報ファイルに記録される情報の種類・内容等が分かるよう、できる限り具体的に記載することが求められます。
※　文字数により、セルの表示に収まりきらない（文字が見切れてしまう）場合や、特定個人情報ファイルごとに記載を分けたい場合等は、マイナンバー保護評価システムでの提出時のエラーを防ぐため、この様式内でシートのコピーをせずに、別途資料を作成し、評価書の添付資料として併せて提出・公表するなどしてください。
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作成者
○　手作業処理ファイルについて任意で記載する場合は、このExcelファイルには1又は2の選択肢を記載の上で提出し、公表用のPDFファイルを直接編集して、「手作業処理ファイル」とした上で、公表する必要があります。



作成者
○　特定個人情報ファイルの対象となる本人の数を選択してください。事務の対象人数とは異なります。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　５情報のうち記録しない項目がある場合は、「その妥当性」の欄にその旨を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される情報について、該当するものを全て選択してください。
○　主な記録項目のうち「業務関係情報」とは、評価対象の事務を実施していく上での主たる情報です。例示されているものに該当しない場合は、「その他」を選択し、情報の内容を表す簡潔な名称を作成し、記載してください。




3. REB/AEBOAF ER

1 RAREEANDREA

[
[ 1EHMEEREEERNOMEE ( )
[ 11TBUSE - JRLITBUEASE ( )
DAET X i
[ 1#hAAHEKR-ARIITEEA ( )
[ 1EM=%®E ( )
[O1%0nith ( BEHE )
[ 1# [ ]EFEEEAR(TTY 1 2E')ERS) [ 172y aixl)
[ 1E8&FA—IL [ 158K [ 1TREESRTLA
QAFAE
[ 1ERIRERIYNT—IORT LA
[O1%0ih ( EFEEREXREBRIRATLA )
BAABEHN—FESE23FN2EABSANERVEAZED—FICEALEENNIBTLERE) RO
QFERBR X% BAZSEMERVRMABRBFZONR., ZFLEVIBEABZBEHI—RFORTETIHERIL. BAEZSE
MEBRURTHBZOEMFEFEREIRELIT S0,
FHAHE [EUTHERUNTRRE. EXMitEREERVY—ERa—F—
CudilEs S%J}f?ﬁ 2) 10 ALLE50N K
mAER | | 10ALLESOARE ] 3) 50N LLE 100 A ki 4) 100X L E500 A3k 2
5) 500 L1 E1.000 A% 6) 1,000 A BLF

EREHVATLIYEAABSOBMNHNREDOFREHMEL, AAFSBHNERURFRFZZEDMR
SEmEAL BRUEFIREIEBEZAABTESN—FERE23EK02(EABSRANERVEAAZTSA—FICELEEL

’ MBS HHEHE) ICEDNTITIMBICH LR T 5 (BIFEES AT LR CSRIFBF L HIEAK—E
ABSH—FEEVRTLHE),

SRS AFLIE A RERICETNDAEREOLBOARERR S 5 (BADSHRETHOLERRT )1
&, g (2EY—/ ) NRET I BRERAERERIEOBROEEET,
©fFEmRFEEE FR27510A58
4. BEEAERI7ILOBRBVODEE
EEDEE X [ LR ] 1<) JE:\:?% 2) |ELEL
( 1) %
FRFEI FERERBEARYNTI—ILRT LOZ22r—LavH—/ DB RREFER
DRANE ERERBEARVNT—HLRTF LOZ2 = —SarY— OB RRESF
<EIRAE >
@ERECHTAIMBEES | [ 0ALEsoARE 1 QIOAEE ARy SR
5) 500 A LA _F 1,000 A K 6) 1.000ALLE
QFH%x4 —REBEEA kB R THRTA TR 54—
<ERFE> i
@BEROAR X | [ BEETE ) DBERTS 2 ARRELAL
B
% OBEZANHESE |[EREHILOBRERVEZSAORRREENRN
©BER=E FERERBRAVNTI—HZ2 =7 —2as Y —/ \DOHEBEF
FitEE2~5
FFEEIE6~10
EFRFEI1~15
FiEEIEI6~20

5. BEBAEHRORESE B (REICHIIOERE)


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。



作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報をどこから入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】
○　評価実施機関内の他部署から個人情報として入手し、評価対象の事務の実施において個人番号と結び付き特定個人情報となる場合（特定個人情報の移転）も記載してください。なお、個人番号と結び付く個人情報の入手が移転によらない場合について、記載することを妨げるものではありません（以下、特定個人情報の入手に関する項目について同じ。）。


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】

作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】


作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　特定個人情報をどのように入手するか該当するものを全て選択してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第５号）。】



作成者
○　評価対象の事務のために特定個人情報を使用する評価実施機関内の全ての部署の名称と使用者数（各部署の従業者の総数）を記載してください。委託先、提供先又は移転先の従業者は含みません。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを委託するかどうかを選択してください。

作成者
○　委託する場合は、（委託先単位ではなく）委託事項単位で、件数を記載してください。


作成者
○　委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）を選択してください。再委託する場合は、再委託先において特定個人情報ファイルを取り扱う者の数（従業者の総数）も含めて計上してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託するかどうかを選択してください。再委託しない場合は、⑤及び⑥を記載する必要はありません。
○　現状では再委託を実施していない場合でも、今後、委託業者の繁忙や人的リソースの状況によって、再委託を行う可能性がある場合は、「再委託する」を選択してください。また、契約書の再委託条項等において、再委託ができる旨を規定しておく必要がありますので、御注意ください。



作成者
○　 特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項が複数ある場合は、委託事項2～20の記載欄を「再表示」することにより、①再委託しているもの、②取扱いを委託する特定個人情報ファイルの対象となる本人の数、③委託先における取扱者数の多い順に、それぞれの委託事項について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報ファイルの取扱いを委託する事項の数が21以上の場合は、この評価書には委託事項20まで記載し、残りの委託事項について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。
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作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。

作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　提供又は移転する場合は、提供先又は移転先単位で、それぞれ件数を記載してください。

作成者
○　特定個人情報の評価実施機関外への提供又は評価実施機関内の他部署への移転を行うかどうかを選択してください。



作成者
○　特定個人情報の提供先が複数ある場合は、提供先２～20の記載欄を「再表示」することにより、①提供する情報の対象となる本人の数、②提供の頻度の多い順に、それぞれの提供先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の提供先の数が21以上の場合は、この評価書には提供先20まで記載し、残りの提供先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。


作成者
○　過去の実績から経常的に移転することが想定される場合は、その時期・頻度を記載してください。経常的に移転することが想定されない場合は、「照会を受けたら都度」と記載してください。
○　再実施・評価書の修正の際には、「１年間に約●回」といった形で移転実績の概数を記載してください（１回に１人の情報を移転した場合も１回、１万人の情報を移転した場合も１回とします。）。


作成者
○　全ての移転先を記載することが困難な場合は、これまでの経緯を踏まえ、今後も経常的に移転することが予想されるものに限って記載しても構いません。
○　特定個人情報の移転先が複数ある場合は、移転先2～20の記載欄を「再表示」することにより、①移転する情報の対象となる本人の数、②移転の頻度の多い順に、それぞれの移転先について同様に記載してください。
○　評価対象の事務において、特定個人情報の移転先の数が21以上の場合は、この評価書には移転先20まで記載し、残りの移転先について同様に記載した添付資料を併せて提出してください。
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作成者
○　上記以外にこの特定個人情報ファイルの取扱いに関して記載したい事項があれば、記載してください。
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作成者
○　「Ⅱ ２．④主な記録項目」欄において選択・記載したものを含め、この特定個人情報ファイルに記録される全ての記録項目を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第４号）。】
○　なお、記録項目をオブジェクト・画像として貼り付けたり、テキストボックスを利用したりする場合において、保護評価システムの評価書の提出の際にエラーが発生する場合は、画像等に隠れるように文字を入力してください。
○　記録項目を記載する目的は、特定個人情報ファイルの内容を明らかにすることです。そのため、データベース内の項目名をそのまま記載しなければならないわけではなく、例えば、本人等から入手する情報を基に記録される項目とバッチ処理等のシステム処理のために用いる記録項目があると思われますが、前者の記録項目を分かりやすく記載することが考えられます。
○　記録項目に要配慮個人情報が含まれるときは、その旨を記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第６号）。】
○　特定個人情報ファイルの種類がその他の電子ファイルであって、記録項目を個別具体的に事前に特定することが困難であるなど特段の事情がある場合には、具体的な項目を記載することまでは必ずしも求められませんが、特定個人情報ファイルに記録される情報の種類・内容等が分かるよう、できる限り具体的に記載することが求められます。
※　文字数により、セルの表示に収まりきらない（文字が見切れてしまう）場合や、特定個人情報ファイルごとに記載を分けたい場合等は、マイナンバー保護評価システムでの提出時のエラーを防ぐため、この様式内でシートのコピーをせずに、別途資料を作成し、評価書の添付資料として併せて提出・公表するなどしてください。
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作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■ （※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
○　番号法で限定的に明記された事務を処理する必要がなくなった場合で、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・　特定個人情報ファイルの名称   ・　行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・　特定個人情報ファイルの利用目的   ・　特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲   ・　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修   ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。


作成者
○　上記を踏まえ、目的外の入手が行われるリスクに対して、十分な対策を行っていると評価する場合には「十分である」を選択し、十分に行っているとは評価できず、まだ課題が残されていると評価する場合には「課題が残されている」を選択してください。評価実施機関としてこのリスクへの対策に特に積極的に取り組んでいる場合は、「特に力を入れている」を選択してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
１　安全管理措置の検討手順（抄） 
Ａ　個人番号を取り扱う事務の範囲の明確化 
○　行政機関等は、個人番号利用事務等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｂ　特定個人情報等の範囲の明確化 
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務において取り扱う特定個人情報等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｃ　事務取扱担当者の明確化  
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務に従事する事務取扱担当者を明確にしておかなければならない。
Ｄ・Ｅ　（略）

２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。


作成者
○　特定個人情報の入手において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
１　安全管理措置の検討手順（抄） 
Ａ　個人番号を取り扱う事務の範囲の明確化 
○　行政機関等は、個人番号利用事務等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｂ　特定個人情報等の範囲の明確化 
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務において取り扱う特定個人情報等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｃ　事務取扱担当者の明確化  
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務に従事する事務取扱担当者を明確にしておかなければならない。
Ｄ・Ｅ　（略）

２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－１－⑴ 個人番号の利用制限（抄）
○　個人番号は、番号法があらかじめ限定的に定めた事務以外で利用することはできない。
○　行政機関等が個人番号を利用するのは、個人番号利用事務（番号法別表に掲げられている事務及び番号法第９条第２項に基づいて条例で規定した事務）、個人番号関係事務（職員等の社会保障及び税等に関する手続書類の作成事務）、番号法第19条第13号から第17号までに基づき特定個人情報の提供を受けた目的を達成するために必要な限度で利用する事務に限られる。
第４－１－⑵ 特定個人情報ファイルの作成の制限 
○　個人番号利用事務等を処理するために必要な場合、又は番号法第19条第13号から第17号までのいずれかに該当して特定個人情報を提供し、又はその提供を受けることができる場合を除き、特定個人情報ファイルを作成してはならない。
第４－３－⑷ 収集・保管制限
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
○　番号法で限定的に明記された事務を処理する必要がなくなった場合で、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称
・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称
・特定個人情報ファイルの利用目的
・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修
・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修
・　保護責任者に対する研修
・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修
・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置 
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置 
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。
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作成者
○　特定個人情報の使用において、上記のリスク１及び２以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　リスク１及び２についての「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託をしていない場合は「委託しない」を選択し、４．の以下の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－２－⑴ 委託の取扱い 
○　委託者（行政機関等）は、委託先において、番号法に基づき個人番号利用事務等を行う委託者が果たすべき安全管理措置と同等の措置が講じられるよう必要かつ適切な監督を行わなければならない。
※　委託者は、委託をする個人番号利用事務等において取り扱う特定個人情報の適切な安全管理が図られることを確認した上で再委託の諾否を判断しなければならない。また、委託先に対する監督義務だけではなく、再委託先に対しても間接的に監督義務を負うこととなる。
《必要かつ適切な監督》
①　委託先の適切な選定
②　委託先に安全管理措置を遵守させるための必要な委託契約の締結
（契約に盛り込む必要がある内容）
・秘密保持義務
・委託する業務の遂行に必要な範囲を超える事業所内からの特定個人情報の持ち出しの禁止
・特定個人情報の目的外利用の禁止
・再委託における条件
・漏えい等事案が発生した場合の委託先の責任
・委託契約終了後の特定個人情報の返却又は廃棄
・特定個人情報を取り扱う従業者の明確化
・従業者に対する監督・教育
・契約内容の遵守状況について報告を求める規定
・必要があると認めるときに実地調査を行うことができる規定等
③　委託先における特定個人情報の取扱状況の把握
○ 委託先が再委託する場合は、最初の委託者（行政機関等）の許諾を得た場合に限り、再委託をすることができます。再々委託以降も同様です。


作成者
○　委託先と締結する委託契約において、特定個人情報ファイルの取扱いに関して定めているかどうかを選択してください。また、定めている場合は、どのような規定を設けるか記載してください。
○　例えば、規定については、以下の内容が考えられます。
　・秘密保持義務
　・委託する業務の遂行に必要な範囲を超える事業所内からの特定個人情報の持ち出しの禁止
　・特定個人情報の目的外利用の禁止
　・再委託における条件
　・漏えい事案等が発生した場合の委託先の責任
　・委託契約終了後の特定個人情報の返却又は廃棄
　・特定個人情報を取り扱う従業者の明確化
　・従業者に対する監督・教育、契約内容の遵守状況についての報告を行うこと
　・必要があると認めるときは、委託先に対して実地の監査、調査等を行うこと



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託している場合には、再委託先での適正な取扱いの確保のために行っている措置について記載してください。例えば、委託先における特定個人情報ファイルの管理状況を定期的に点検している場合は、実施頻度、点検方法（訪問確認、セルフチェック）、点検後の改善指示の実施有無、改善状況のモニタリングの実施有無等を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託している場合には、再委託先での適正な取扱いの確保のために行っている措置について記載してください。例えば、委託先における特定個人情報ファイルの管理状況を定期的に点検している場合は、実施頻度、点検方法（訪問確認、セルフチェック）、点検後の改善指示の実施有無、改善状況のモニタリングの実施有無等を記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。
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作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託をしていない場合は「委託しない」を選択し、４．の以下の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑵ 個人番号の提供の求めの制限、特定個人情報の提供制限 
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、個人番号の提供を求めてはならない。
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を提供してはならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称   ・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・特定個人情報ファイルの利用目的    ・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修    ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。




作成者
○　特定個人情報の提供・移転に関するルールを定めているかどうかを選択してください。
○　定めている場合は、どのようなルールを策定しているか、どのようにしてルール遵守を確認するかについて記載してください。


作成者
○　特定個人情報の提供・移転において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
Ｅ　物理的安全管理措置
ｃ　電子媒体等の取扱いにおける漏えい等の防止  
○　許可された電子媒体又は機器等以外のものについて使用の制限等の必要な措置を講ずる。また、記録機能を有する機器の情報システム端末等への接続の制限等の必要な措置を講ずる。
○　取扱規程等の手続に基づき、特定個人情報等が記録された電子媒体又は書類等を持ち運ぶ必要が生じた場合には、容易に個人番号が判明しないよう安全な方策を講ずる。
○　「持ち運ぶ」とは、特定個人情報等を管理区域又は取扱区域から外へ移動させること又は当該区域の外から当該区域へ移動させることをいい、庁舎内での移動等であっても、特定個人情報等の紛失・盗難等に留意する必要がある。
Ｆ　技術的安全管理措置
ｄ　漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーを通じた利用特定個人情報の入手又は提供に関するリスク対策を記載するための項目です。
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーのアプリケーション仕様等は、関係省庁等から送付されているこの項目の記載に必要な情報を踏まえて、記載してください。
○　特定個人情報の入手のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（入手）」を選択し、リスク１の記載は不要です。また、特定個人情報の提供のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（提供）」を選択し、リスク２の記載は不要です。


作成者
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーを通じた利用特定個人情報の入手又は提供に関するリスク対策を記載するための項目です。
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーのアプリケーション仕様等は、関係省庁等から送付されているこの項目の記載に必要な情報を踏まえて、記載してください。
○　特定個人情報の入手のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（入手）」を選択し、リスク１の記載は不要です。また、特定個人情報の提供のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（提供）」を選択し、リスク２の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑶ 情報提供ネットワークシステムによる利用特定個人情報の提供 
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、利用特定個人情報を提供してはならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称   ・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・特定個人情報ファイルの利用目的   ・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修   ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ｄ 漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステムを通じて利用特定個人情報を入手する際に、目的外の入手が行われないために講じている措置を記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限（抄）
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
第４－３－⑸ 本人確認 
○　番号法、番号法施行令、番号法施行規則及び個人番号利用事務実施者（番号法第９条第３項の規定により情報提供用個人識別符号を利用する者を除く。）が認める方法に従い、適切に本人確認を行う。
※　具体的な本人確認の方法については、マイナンバーガイドラインを参照。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。
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作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

第４－２－⑵ 安全管理措置
○　個人番号利用事務等実施者は、個人番号（生存する個人のものだけでなく死者のものも含む。）の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の個人番号の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。また、行政機関等は、保有個人情報である特定個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の保有個人情報である特定個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。
○　個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを軽減するための措置として、特定個人情報保護評価書に記載した全ての措置を講ずるものとする。



作成者
○　特定個人情報に関する事故発生時の対応手順を策定して職員に周知しているかどうか選択してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知



作成者
○　過去３年以内に、評価実施機関において（※評価対象の事務に限らないことに御注意ください。）、個人情報（※特定個人情報に限らないことに御注意ください。）に関する重大事故が発生したかどうかを選択してください。３年以上前に発生した重大事故であっても、過去３年以内に評価実施機関がその発生を知った場合は、発生したことになります。
○　ここでいう「個人情報に関する重大事故」については、指針第２の６及び７を参照してください。
【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知
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作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

第４－２－⑵ 安全管理措置（抄）
○　個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを軽減するための措置として、特定個人情報保護評価書に記載した全ての措置を講ずるものとする。

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。


作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 



作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 


作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｄ　人的安全管理措置
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修
・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修
・　保護責任者に対する研修
・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修
・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。
ｃ　法令・内部規程違反等に対する厳正な対処  
○　法令又は内部規程等に違反した職員に対し、法令又は内部規程等に基づき厳正に対処する。
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作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■ （※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
○　番号法で限定的に明記された事務を処理する必要がなくなった場合で、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・　特定個人情報ファイルの名称   ・　行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・　特定個人情報ファイルの利用目的   ・　特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲   ・　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修   ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。


作成者
○　上記を踏まえ、目的外の入手が行われるリスクに対して、十分な対策を行っていると評価する場合には「十分である」を選択し、十分に行っているとは評価できず、まだ課題が残されていると評価する場合には「課題が残されている」を選択してください。評価実施機関としてこのリスクへの対策に特に積極的に取り組んでいる場合は、「特に力を入れている」を選択してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
１　安全管理措置の検討手順（抄） 
Ａ　個人番号を取り扱う事務の範囲の明確化 
○　行政機関等は、個人番号利用事務等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｂ　特定個人情報等の範囲の明確化 
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務において取り扱う特定個人情報等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｃ　事務取扱担当者の明確化  
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務に従事する事務取扱担当者を明確にしておかなければならない。
Ｄ・Ｅ　（略）

２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。


作成者
○　特定個人情報の入手において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
１　安全管理措置の検討手順（抄） 
Ａ　個人番号を取り扱う事務の範囲の明確化 
○　行政機関等は、個人番号利用事務等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｂ　特定個人情報等の範囲の明確化 
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務において取り扱う特定個人情報等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｃ　事務取扱担当者の明確化  
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務に従事する事務取扱担当者を明確にしておかなければならない。
Ｄ・Ｅ　（略）

２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－１－⑴ 個人番号の利用制限（抄）
○　個人番号は、番号法があらかじめ限定的に定めた事務以外で利用することはできない。
○　行政機関等が個人番号を利用するのは、個人番号利用事務（番号法別表に掲げられている事務及び番号法第９条第２項に基づいて条例で規定した事務）、個人番号関係事務（職員等の社会保障及び税等に関する手続書類の作成事務）、番号法第19条第13号から第17号までに基づき特定個人情報の提供を受けた目的を達成するために必要な限度で利用する事務に限られる。
第４－１－⑵ 特定個人情報ファイルの作成の制限 
○　個人番号利用事務等を処理するために必要な場合、又は番号法第19条第13号から第17号までのいずれかに該当して特定個人情報を提供し、又はその提供を受けることができる場合を除き、特定個人情報ファイルを作成してはならない。
第４－３－⑷ 収集・保管制限
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
○　番号法で限定的に明記された事務を処理する必要がなくなった場合で、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称
・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称
・特定個人情報ファイルの利用目的
・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修
・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修
・　保護責任者に対する研修
・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修
・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置 
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置 
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。


HEBAFROERICEITDZOMDIRIRVZEDYRYIZHT BHE

Zot, HFEBAEROERICHY, LTOHEEZELS,

-EEAVIEFEFALT, RERICHOEY R AERIFRERTSERN,
HEWMRDTARTL A%, RTENMDRAGVEEICES,
ARAERERARRSNFEEDO/N—FIE—ORFEEBLECLELLIERICEEDH D,
CKREDOT—HHANIZELTIE, FHICERC AT LEEEDERERD.

4. FrEBEANER 7L OBV DEE

[ I&|ELGL
YRY: BRECHBTIFELERZENURY

FRAZNET DR EBEANER BIREE>
I A LOEIEN BT B | L EHTLS ]

1) BHTLD 2) BHTLVGL

HRBAH -REFEORE -BEMNFIRSEOEZEL -EERUVEREOEIE
EABEREFOZITEL -BEVRERUIRE -REEHEZTOEH BEIOEL -REFBHEFOD
FIFAROHEE -FHREEFORSES -FAEOERE -EABREOETHRIIIERE -2HNMHEK -6
NEENBE -BERE -BHEOLR Tt

<EBIREE>
BRRACLIHTEEAER _ . 1) BIZHEANTA>TLS  2) +4FTLS
S A L DB LI OBE | | ARELTLEL :

3) TIZAToTLVEL 4) BRFELTLVAL

BREDAE

Bk A
BUBE(CHNT. EEEBORERVNEERHREICLTNS,
ZOMOBEONE ERAERET O, BRRBII LR )T BN RSN TS EEREL TS,
BHANS AT LERAT HEE (L. FHELED T RESTHDEET BLIMYROTIND,
<ERE>
VAN <
YRHADREIE+5 P [ TATHS ]

1) FZHEANLTWVS 2) +5THD
3) FEMNEEIh TS
BEEANBERI7ILOBEVDOERRITETEHZDMDIRIRTEDYRIIZHT HIEE



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託をしていない場合は「委託しない」を選択し、４．の以下の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－２－⑴ 委託の取扱い 
○　委託者（行政機関等）は、委託先において、番号法に基づき個人番号利用事務等を行う委託者が果たすべき安全管理措置と同等の措置が講じられるよう必要かつ適切な監督を行わなければならない。
※　委託者は、委託をする個人番号利用事務等において取り扱う特定個人情報の適切な安全管理が図られることを確認した上で再委託の諾否を判断しなければならない。また、委託先に対する監督義務だけではなく、再委託先に対しても間接的に監督義務を負うこととなる。
《必要かつ適切な監督》
①　委託先の適切な選定
②　委託先に安全管理措置を遵守させるための必要な委託契約の締結
（契約に盛り込む必要がある内容）
・秘密保持義務
・委託する業務の遂行に必要な範囲を超える事業所内からの特定個人情報の持ち出しの禁止
・特定個人情報の目的外利用の禁止
・再委託における条件
・漏えい等事案が発生した場合の委託先の責任
・委託契約終了後の特定個人情報の返却又は廃棄
・特定個人情報を取り扱う従業者の明確化
・従業者に対する監督・教育
・契約内容の遵守状況について報告を求める規定
・必要があると認めるときに実地調査を行うことができる規定等
③　委託先における特定個人情報の取扱状況の把握
○ 委託先が再委託する場合は、最初の委託者（行政機関等）の許諾を得た場合に限り、再委託をすることができます。再々委託以降も同様です。


作成者
○　委託先と締結する委託契約において、特定個人情報ファイルの取扱いに関して定めているかどうかを選択してください。また、定めている場合は、どのような規定を設けるか記載してください。
○　例えば、規定については、以下の内容が考えられます。
　・秘密保持義務
　・委託する業務の遂行に必要な範囲を超える事業所内からの特定個人情報の持ち出しの禁止
　・特定個人情報の目的外利用の禁止
　・再委託における条件
　・漏えい事案等が発生した場合の委託先の責任
　・委託契約終了後の特定個人情報の返却又は廃棄
　・特定個人情報を取り扱う従業者の明確化
　・従業者に対する監督・教育、契約内容の遵守状況についての報告を行うこと
　・必要があると認めるときは、委託先に対して実地の監査、調査等を行うこと



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託している場合には、再委託先での適正な取扱いの確保のために行っている措置について記載してください。例えば、委託先における特定個人情報ファイルの管理状況を定期的に点検している場合は、実施頻度、点検方法（訪問確認、セルフチェック）、点検後の改善指示の実施有無、改善状況のモニタリングの実施有無等を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託している場合には、再委託先での適正な取扱いの確保のために行っている措置について記載してください。例えば、委託先における特定個人情報ファイルの管理状況を定期的に点検している場合は、実施頻度、点検方法（訪問確認、セルフチェック）、点検後の改善指示の実施有無、改善状況のモニタリングの実施有無等を記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。
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作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託をしていない場合は「委託しない」を選択し、４．の以下の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑵ 個人番号の提供の求めの制限、特定個人情報の提供制限 
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、個人番号の提供を求めてはならない。
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を提供してはならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称   ・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・特定個人情報ファイルの利用目的    ・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修    ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。




作成者
○　特定個人情報の提供・移転に関するルールを定めているかどうかを選択してください。
○　定めている場合は、どのようなルールを策定しているか、どのようにしてルール遵守を確認するかについて記載してください。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
Ｅ　物理的安全管理措置
ｃ　電子媒体等の取扱いにおける漏えい等の防止  
○　許可された電子媒体又は機器等以外のものについて使用の制限等の必要な措置を講ずる。また、記録機能を有する機器の情報システム端末等への接続の制限等の必要な措置を講ずる。
○　取扱規程等の手続に基づき、特定個人情報等が記録された電子媒体又は書類等を持ち運ぶ必要が生じた場合には、容易に個人番号が判明しないよう安全な方策を講ずる。
○　「持ち運ぶ」とは、特定個人情報等を管理区域又は取扱区域から外へ移動させること又は当該区域の外から当該区域へ移動させることをいい、庁舎内での移動等であっても、特定個人情報等の紛失・盗難等に留意する必要がある。
Ｆ　技術的安全管理措置
ｄ　漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。


作成者
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーを通じた利用特定個人情報の入手又は提供に関するリスク対策を記載するための項目です。
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーのアプリケーション仕様等は、関係省庁等から送付されているこの項目の記載に必要な情報を踏まえて、記載してください。
○　特定個人情報の入手のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（入手）」を選択し、リスク１の記載は不要です。また、特定個人情報の提供のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（提供）」を選択し、リスク２の記載は不要です。


作成者
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーを通じた利用特定個人情報の入手又は提供に関するリスク対策を記載するための項目です。
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーのアプリケーション仕様等は、関係省庁等から送付されているこの項目の記載に必要な情報を踏まえて、記載してください。
○　特定個人情報の入手のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（入手）」を選択し、リスク１の記載は不要です。また、特定個人情報の提供のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（提供）」を選択し、リスク２の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑶ 情報提供ネットワークシステムによる利用特定個人情報の提供 
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、利用特定個人情報を提供してはならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称   ・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・特定個人情報ファイルの利用目的   ・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修   ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ｄ 漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステムを通じて利用特定個人情報を入手する際に、目的外の入手が行われないために講じている措置を記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限（抄）
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
第４－３－⑸ 本人確認 
○　番号法、番号法施行令、番号法施行規則及び個人番号利用事務実施者（番号法第９条第３項の規定により情報提供用個人識別符号を利用する者を除く。）が認める方法に従い、適切に本人確認を行う。
※　具体的な本人確認の方法については、マイナンバーガイドラインを参照。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステムを通じて提供する際に、利用特定個人情報の不正な提供が行われるリスクを軽減するために講じている措置を記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限（抄）
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
第４－３－⑸ 本人確認 
○　番号法、番号法施行令、番号法施行規則及び個人番号利用事務実施者（番号法第９条第３項の規定により情報提供用個人識別符号を利用する者を除く。）が認める方法に従い、適切に本人確認を行う。
※　具体的な本人確認の方法については、マイナンバーガイドラインを参照。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。
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作成者
○　情報提供ネットワークシステムとの接続に伴うリスクについて、上記のリスク１及び２以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　リスク１及び２についての「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

第４－２－⑵ 安全管理措置
○　個人番号利用事務等実施者は、個人番号（生存する個人のものだけでなく死者のものも含む。）の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の個人番号の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。また、行政機関等は、保有個人情報である特定個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の保有個人情報である特定個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。
○　個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを軽減するための措置として、特定個人情報保護評価書に記載した全ての措置を講ずるものとする。



作成者
○　特定個人情報に関する事故発生時の対応手順を策定して職員に周知しているかどうか選択してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知



作成者
○　過去３年以内に、評価実施機関において（※評価対象の事務に限らないことに御注意ください。）、個人情報（※特定個人情報に限らないことに御注意ください。）に関する重大事故が発生したかどうかを選択してください。３年以上前に発生した重大事故であっても、過去３年以内に評価実施機関がその発生を知った場合は、発生したことになります。
○　ここでいう「個人情報に関する重大事故」については、指針第２の６及び７を参照してください。
【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知

作成者
○　過去３年以内に発生した全ての重大事故の内容、原因、影響（影響を受けた人数等）、重大事故発生時の対応などを記載してください。【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知

作成者
○　重大事故を受けて策定・実施した再発防止策の内容について具体的に記載してください。【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知

作成者
○　特定個人情報の保管・消去において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。例えば、特定個人情報が古い情報のまま保管され続けるリスクや消去されずいつまでも存在するリスクが考えられます。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　　　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　　　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。
ｂ　機器及び電子媒体等の盗難等の防止  
○　管理区域及び取扱区域における特定個人情報等を取り扱う機器、電子媒体及び書類等の盗難又は紛失等を防止するために、物理的な安全管理措置を講ずる。また、電子媒体及び書類等の庁舎内の移動等において、紛失・盗難等に留意する。
ｃ　電子媒体等の取扱いにおける漏えい等の防止  
○　許可された電子媒体又は機器等以外のものについて使用の制限等の必要な措置を講ずる。また、記録機能を有する機器の情報システム端末等への接続の制限等の必要な措置を講ずる。
○　取扱規程等の手続に基づき、特定個人情報等が記録された電子媒体又は書類等を持ち運ぶ必要が生じた場合には、容易に個人番号が判明しないよう安全な方策を講ずる。
○　「持ち運ぶ」とは、特定個人情報等を管理区域又は取扱区域から外へ移動させること又は当該区域の外から当該区域へ移動させることをいい、庁舎内での移動等であっても、特定個人情報等の紛失・盗難等に留意する必要がある。
ｄ　個人番号の削除、機器及び電子媒体等の廃棄  
○　特定個人情報等が記録された電子媒体及び書類等について、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに復元不可能な手段で削除又は廃棄する。
○　個人番号若しくは特定個人情報ファイルを削除した場合、又は電子媒体等を廃棄した場合には、削除又は廃棄した記録を保存する。また、これらの作業を委託する場合には、委託先が確実に削除又は廃棄したことについて、証明書等により確認する。
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。
ｃ 不正アクセス等による被害の防止等  
○　情報システムを外部等からの不正アクセス又は不正ソフトウェアから保護する仕組み等を導入し、適切に運用する。また、個人番号利用事務の実施に当たり接続する情報提供ネットワークシステム等の接続規程等が示す安全管理措置を遵守する。
○　個人番号利用事務において使用する情報システムについて、インターネットから独立する等の高いセキュリティ対策を踏まえたシステム構築や運用体制整備を行う。
ｄ 漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。
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作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

第４－２－⑵ 安全管理措置（抄）
○　個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを軽減するための措置として、特定個人情報保護評価書に記載した全ての措置を講ずるものとする。

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。


作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 



作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 


作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｄ　人的安全管理措置
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修
・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修
・　保護責任者に対する研修
・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修
・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。
ｃ　法令・内部規程違反等に対する厳正な対処  
○　法令又は内部規程等に違反した職員に対し、法令又は内部規程等に基づき厳正に対処する。




作成者
○　上記のほか、リスク対策として取り組んでいることがあれば記載してください。
○　また、Ⅲ１．から７．まででは特定個人情報ファイルの取扱いプロセスにおいて想定されるリスクを列記していましたが、これら以外のリスクを特定し、それらのリスクへの対策を実施している場合も、ここに記載してください。
○　組織的及び人的安全管理措置等の観点から、評価実施機関の組織体制や評価対象事務の特性を考慮し、取り組んでいることがあれば記載してください。
○　例えば、次のような内容を記載することが考えられます。
　・　特定個人情報の適切な取扱いについて、継続的な改善を実施するための仕組み
　・　評価対象の事務における事務責任者等の関与の仕組み
　・　評価を適切に実施するために整備している体制
　・　特定個人情報の漏えい事案等が発生した場合の対応



M JYRIOME %0 0re.)

1. HEBAEEI7ILA

4. EFEBERITAIL

2. HEBAEROAF (ERRHRVNT I RTLEBLCEAFZERS)

DRY: BBSNDOAFSTHONEYRY

HRELNDEBRDAFESHILS 5= DIEE
ARANERFROAFTIIERLHE AT LICRESNSH, FREH AT LANDOBEHRDBEZDIRIZ,
B/ BEFOBOICEVTREGENODARANERFEROIRTERSD . BEGELUNDOEDFEBA
BEHEAFLEVLIHEELTLD,

MEGEBUNEAFITEILEZHLET H-HDIEE

JRIIZHT HEEDAR CEH14E6 R 10ARBHEREI345(H6—7 AAHEDBEHROBMREURRE) FI<sYMBETFAI32=
r—=2avH—N(ATFIHEIACS 1 EWS ) ITBVWTIEREHE AT LAEZRBLTAF T H LN TVSIE
HWUNEAFTEGWNLE VRATLALETERT S,

(EHGRABMUNDBMICT —IN—ZANEHEN D EEH LT 5120 KAHERFEROBRRETOH
DRRFEHELT, PUKELHRERLERU L (RALEFTOBAEHE. RALEFEABDOEAED

) DA BALS B,
‘ ERES
YR I~DHEE 55 [ THATHS I ) sihzantna 2) +5Ths

3) REMNEEIL TS
BFEEAEROAF (FHRBBRAIENT IV RTLEBLEAFERLS) IZETSZOMDIRIRVEDIRIITHT HIEHE

3. BEEAFHROER

JR91: BHEBABT. EHICLEORVVEREDIRA TAITTHONEIRY

SSEREEVRTLECETAEE
(HETHCS LSRR EE L R T LRI DERKIEITHAL,

‘BB THEATITOMDUATAIZEITHEE

YR T BEBORE (FRAYATLICE T ST HCSADT I ERIFBRFEREARGRS AT AICRELTEY, F= R
FORAT LERBETFCSHITIE, ERICEICEBTHAT HUNDRHREDMAT (HIXITHI, E. TET
HMCSOY—/NEIZFERERBRAVNT VL RATLOEBRRERICRERY I YT LISMEB S &
¥, Ff, MM CSARBEEN I AV M HLHBEEMBEABREEEFHIRLI- Y —/UL—LRITHY ., &S
Bl EREZERLI=SVIRITREL TS, BH. SVVDRLBEICAREERE RSN OREICER

XNTINA
SERRS
VAN <
URHIADREE+H [ TATHS L ) mihEAnTLa 2) +5THS
3) BEABESN TS
YR52: EROLNE GEBE. 7o EAEROEVEES) [ ko CREIERShHYRY
SERES
1) {ToTLV% 2) T TULVELY

A—HRIDERE [ f7oTW% ]

BARGEERSE ERFREEIC S SR EEREETO.

o, =5 DRTLDE F(REOY)EEH o
TORDIEEONE R ENEED A LD ECE NS DRI~ E
ORFLE. BEERES X SN LA EROBRETIAL,

‘ ERES
YR I~DHEE 5 [ TATHS I ) BicazanTus 2) +5Ths

3) REMNEIL TS



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■ （※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
○　番号法で限定的に明記された事務を処理する必要がなくなった場合で、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・　特定個人情報ファイルの名称   ・　行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・　特定個人情報ファイルの利用目的   ・　特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲   ・　特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修   ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。


作成者
○　上記を踏まえ、目的外の入手が行われるリスクに対して、十分な対策を行っていると評価する場合には「十分である」を選択し、十分に行っているとは評価できず、まだ課題が残されていると評価する場合には「課題が残されている」を選択してください。評価実施機関としてこのリスクへの対策に特に積極的に取り組んでいる場合は、「特に力を入れている」を選択してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
１　安全管理措置の検討手順（抄） 
Ａ　個人番号を取り扱う事務の範囲の明確化 
○　行政機関等は、個人番号利用事務等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｂ　特定個人情報等の範囲の明確化 
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務において取り扱う特定個人情報等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｃ　事務取扱担当者の明確化  
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務に従事する事務取扱担当者を明確にしておかなければならない。
Ｄ・Ｅ　（略）

２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。


作成者
○　特定個人情報の入手において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
１　安全管理措置の検討手順（抄） 
Ａ　個人番号を取り扱う事務の範囲の明確化 
○　行政機関等は、個人番号利用事務等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｂ　特定個人情報等の範囲の明確化 
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務において取り扱う特定個人情報等の範囲を明確にしておかなければならない。
Ｃ　事務取扱担当者の明確化  
○　行政機関等は、Ａで明確化した事務に従事する事務取扱担当者を明確にしておかなければならない。
Ｄ・Ｅ　（略）

２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－１－⑴ 個人番号の利用制限（抄）
○　個人番号は、番号法があらかじめ限定的に定めた事務以外で利用することはできない。
○　行政機関等が個人番号を利用するのは、個人番号利用事務（番号法別表に掲げられている事務及び番号法第９条第２項に基づいて条例で規定した事務）、個人番号関係事務（職員等の社会保障及び税等に関する手続書類の作成事務）、番号法第19条第13号から第17号までに基づき特定個人情報の提供を受けた目的を達成するために必要な限度で利用する事務に限られる。
第４－１－⑵ 特定個人情報ファイルの作成の制限 
○　個人番号利用事務等を処理するために必要な場合、又は番号法第19条第13号から第17号までのいずれかに該当して特定個人情報を提供し、又はその提供を受けることができる場合を除き、特定個人情報ファイルを作成してはならない。
第４－３－⑷ 収集・保管制限
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
○　番号法で限定的に明記された事務を処理する必要がなくなった場合で、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに廃棄又は削除しなければならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称
・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称
・特定個人情報ファイルの利用目的
・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修
・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修
・　保護責任者に対する研修
・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修
・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置 
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。



作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置 
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。
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作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託をしていない場合は「委託しない」を選択し、４．の以下の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－２－⑴ 委託の取扱い 
○　委託者（行政機関等）は、委託先において、番号法に基づき個人番号利用事務等を行う委託者が果たすべき安全管理措置と同等の措置が講じられるよう必要かつ適切な監督を行わなければならない。
※　委託者は、委託をする個人番号利用事務等において取り扱う特定個人情報の適切な安全管理が図られることを確認した上で再委託の諾否を判断しなければならない。また、委託先に対する監督義務だけではなく、再委託先に対しても間接的に監督義務を負うこととなる。
《必要かつ適切な監督》
①　委託先の適切な選定
②　委託先に安全管理措置を遵守させるための必要な委託契約の締結
（契約に盛り込む必要がある内容）
・秘密保持義務
・委託する業務の遂行に必要な範囲を超える事業所内からの特定個人情報の持ち出しの禁止
・特定個人情報の目的外利用の禁止
・再委託における条件
・漏えい等事案が発生した場合の委託先の責任
・委託契約終了後の特定個人情報の返却又は廃棄
・特定個人情報を取り扱う従業者の明確化
・従業者に対する監督・教育
・契約内容の遵守状況について報告を求める規定
・必要があると認めるときに実地調査を行うことができる規定等
③　委託先における特定個人情報の取扱状況の把握
○ 委託先が再委託する場合は、最初の委託者（行政機関等）の許諾を得た場合に限り、再委託をすることができます。再々委託以降も同様です。


作成者
○　委託先と締結する委託契約において、特定個人情報ファイルの取扱いに関して定めているかどうかを選択してください。また、定めている場合は、どのような規定を設けるか記載してください。
○　例えば、規定については、以下の内容が考えられます。
　・秘密保持義務
　・委託する業務の遂行に必要な範囲を超える事業所内からの特定個人情報の持ち出しの禁止
　・特定個人情報の目的外利用の禁止
　・再委託における条件
　・漏えい事案等が発生した場合の委託先の責任
　・委託契約終了後の特定個人情報の返却又は廃棄
　・特定個人情報を取り扱う従業者の明確化
　・従業者に対する監督・教育、契約内容の遵守状況についての報告を行うこと
　・必要があると認めるときは、委託先に対して実地の監査、調査等を行うこと



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託している場合には、再委託先での適正な取扱いの確保のために行っている措置について記載してください。例えば、委託先における特定個人情報ファイルの管理状況を定期的に点検している場合は、実施頻度、点検方法（訪問確認、セルフチェック）、点検後の改善指示の実施有無、改善状況のモニタリングの実施有無等を記載してください。


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いを再委託している場合には、再委託先での適正な取扱いの確保のために行っている措置について記載してください。例えば、委託先における特定個人情報ファイルの管理状況を定期的に点検している場合は、実施頻度、点検方法（訪問確認、セルフチェック）、点検後の改善指示の実施有無、改善状況のモニタリングの実施有無等を記載してください。



作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。
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作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いの委託をしていない場合は「委託しない」を選択し、４．の以下の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑵ 個人番号の提供の求めの制限、特定個人情報の提供制限 
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、個人番号の提供を求めてはならない。
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を提供してはならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称   ・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・特定個人情報ファイルの利用目的    ・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修    ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。




作成者
○　特定個人情報の提供・移転に関するルールを定めているかどうかを選択してください。
○　定めている場合は、どのようなルールを策定しているか、どのようにしてルール遵守を確認するかについて記載してください。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
Ｅ　物理的安全管理措置
ｃ　電子媒体等の取扱いにおける漏えい等の防止  
○　許可された電子媒体又は機器等以外のものについて使用の制限等の必要な措置を講ずる。また、記録機能を有する機器の情報システム端末等への接続の制限等の必要な措置を講ずる。
○　取扱規程等の手続に基づき、特定個人情報等が記録された電子媒体又は書類等を持ち運ぶ必要が生じた場合には、容易に個人番号が判明しないよう安全な方策を講ずる。
○　「持ち運ぶ」とは、特定個人情報等を管理区域又は取扱区域から外へ移動させること又は当該区域の外から当該区域へ移動させることをいい、庁舎内での移動等であっても、特定個人情報等の紛失・盗難等に留意する必要がある。
Ｆ　技術的安全管理措置
ｄ　漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。
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作成者
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーを通じた利用特定個人情報の入手又は提供に関するリスク対策を記載するための項目です。
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーのアプリケーション仕様等は、関係省庁等から送付されているこの項目の記載に必要な情報を踏まえて、記載してください。
○　特定個人情報の入手のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（入手）」を選択し、リスク１の記載は不要です。また、特定個人情報の提供のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（提供）」を選択し、リスク２の記載は不要です。


作成者
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーを通じた利用特定個人情報の入手又は提供に関するリスク対策を記載するための項目です。
○　情報提供ネットワークシステム・中間サーバーのアプリケーション仕様等は、関係省庁等から送付されているこの項目の記載に必要な情報を踏まえて、記載してください。
○　特定個人情報の入手のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（入手）」を選択し、リスク１の記載は不要です。また、特定個人情報の提供のために情報提供ネットワークシステムに接続しない場合は「接続しない（提供）」を選択し、リスク２の記載は不要です。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑶ 情報提供ネットワークシステムによる利用特定個人情報の提供 
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、利用特定個人情報を提供してはならない。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置
ｂ 取扱規程等に基づく運用  
○　取扱規程等に基づく運用を行うとともに、その状況を確認するため、特定個人情報等の利用状況等を記録し、その記録を一定の期間保存し、定期に及び必要に応じ随時に分析等するための体制を整備する。記録については、改ざん、窃取又は不正な削除の防止のために必要な措置を講ずるとともに、分析等を行う。
ｃ 取扱状況を確認する手段の整備 
○　特定個人情報ファイルの取扱状況を確認するため、次に掲げる項目を含めて記録する。なお、取扱状況を確認するための記録等には、特定個人情報等は記載しない。
・特定個人情報ファイルの名称   ・行政機関等の名称及び特定個人情報ファイルが利用に供される事務をつかさどる組織の名称   ・特定個人情報ファイルの利用目的   ・特定個人情報ファイルに記録される項目及び本人として特定個人情報ファイルに記録される個人の範囲
・特定個人情報ファイルに記録される特定個人情報等の収集方法
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。
Ｄ　人的安全管理措置 
ａ　事務取扱担当者の監督  
○　総括責任者及び保護責任者は、特定個人情報等が取扱規程等に基づき適正に取り扱われるよう、事務取扱担当者に対して必要かつ適切な監督を行う。
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修   ・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修   ・　保護責任者に対する研修   ・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修   ・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。

Ｆ　技術的安全管理措置
ｄ 漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステムを通じて利用特定個人情報を入手する際に、目的外の入手が行われないために講じている措置を記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限（抄）
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
第４－３－⑸ 本人確認 
○　番号法、番号法施行令、番号法施行規則及び個人番号利用事務実施者（番号法第９条第３項の規定により情報提供用個人識別符号を利用する者を除く。）が認める方法に従い、適切に本人確認を行う。
※　具体的な本人確認の方法については、マイナンバーガイドラインを参照。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステムを通じて提供する際に、利用特定個人情報の不正な提供が行われるリスクを軽減するために講じている措置を記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
第４－３－⑷ 収集・保管制限（抄）
○　番号法で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を収集又は保管してはならない。
第４－３－⑸ 本人確認 
○　番号法、番号法施行令、番号法施行規則及び個人番号利用事務実施者（番号法第９条第３項の規定により情報提供用個人識別符号を利用する者を除く。）が認める方法に従い、適切に本人確認を行う。
※　具体的な本人確認の方法については、マイナンバーガイドラインを参照。
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。

作成者
○　情報提供ネットワークシステムとの接続に伴うリスクについて、上記のリスク１及び２以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。
○　リスク１及び２についての「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

第４－２－⑵ 安全管理措置
○　個人番号利用事務等実施者は、個人番号（生存する個人のものだけでなく死者のものも含む。）の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の個人番号の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。また、行政機関等は、保有個人情報である特定個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その他の保有個人情報である特定個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。
○　個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを軽減するための措置として、特定個人情報保護評価書に記載した全ての措置を講ずるものとする。



作成者
○　特定個人情報に関する事故発生時の対応手順を策定して職員に周知しているかどうか選択してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知



作成者
○　過去３年以内に、評価実施機関において（※評価対象の事務に限らないことに御注意ください。）、個人情報（※特定個人情報に限らないことに御注意ください。）に関する重大事故が発生したかどうかを選択してください。３年以上前に発生した重大事故であっても、過去３年以内に評価実施機関がその発生を知った場合は、発生したことになります。
○　ここでいう「個人情報に関する重大事故」については、指針第２の６及び７を参照してください。
【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知

作成者
○　過去３年以内に発生した全ての重大事故の内容、原因、影響（影響を受けた人数等）、重大事故発生時の対応などを記載してください。【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知

作成者
○　重大事故を受けて策定・実施した再発防止策の内容について具体的に記載してください。【この項目の変更は、重要な変更には該当しません。】

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｄ　漏えい等事案に対応する体制等の整備  
○　漏えい等の事案の発生又は兆候を把握した場合に、適切かつ迅速に対応するための体制及び手順等を整備する。
○　漏えい等の事案が発生した場合、二次被害の防止、類似事案の発生防止等の観点から、事案に応じて、事実関係及び再発防止策等を早急に公表することが重要である。
（別添２）特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）
２　漏えい等事案が発覚した場合に講ずべき措置
○　特定個人情報を取り扱う行政機関等は、漏えい等又はそのおそれのある事案その他の番号法違反の事案又は番号法違反のおそれのある事案（以下「漏えい等事案」という。）が発覚した場合は、漏えい等事案の内容等に応じて、次に掲げる事項について必要な措置を講じなければならない。
・　組織内における報告及び被害の拡大防止
・　事実関係の調査及び原因の究明
・　影響範囲の特定
・　再発防止策の検討及び実施
・　委員会への報告及び本人への通知
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作成者
○　特定個人情報の保管・消去において、上記のリスク以外に認識しているリスク及びそれらのリスクへの対策を記載してください。例えば、特定個人情報が古い情報のまま保管され続けるリスクや消去されずいつまでも存在するリスクが考えられます。
○　上記「リスクへの対策は十分か」の質問において「課題が残されている」を選択した場合は、今後の取組の概要、予定等、補足する事項があれば記載してください。

■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｅ　物理的安全管理措置
ａ　特定個人情報等を取り扱う区域の管理  
○　特定個人情報ファイルを取り扱う情報システム（サーバ等）を管理する区域（以下「管理区域」という。）を明確にし、物理的な安全管理措置を講ずる。管理区域において、入退室管理及び管理区域へ持ち込む機器等の制限等の措置を講ずる。
○　特定個人情報等を取り扱う事務を実施する区域（以下「取扱区域」という。）について、事務取扱担当者等以外の者が特定個人情報等を容易に閲覧等できないよう留意する必要がある。
○　基幹的なサーバ等の機器を設置する室等（以下「情報システム室等」という。）を区分して管理する場合は、情報システム室等について、次の①及び②に掲げる措置を講ずる。
①　入退室管理
　　　情報システム室等に入室する権限を有する者を定めるとともに、用件の確認、入退室の記録、部外者についての識別化、部外者が入室する場合の職員の立会い等の措置を講ずる。
②　情報システム室等の管理
　　　外部からの不正な侵入に備え、施錠装置、警報装置、監視設備の設置等の措置を講ずる。
ｂ　機器及び電子媒体等の盗難等の防止  
○　管理区域及び取扱区域における特定個人情報等を取り扱う機器、電子媒体及び書類等の盗難又は紛失等を防止するために、物理的な安全管理措置を講ずる。また、電子媒体及び書類等の庁舎内の移動等において、紛失・盗難等に留意する。
ｃ　電子媒体等の取扱いにおける漏えい等の防止  
○　許可された電子媒体又は機器等以外のものについて使用の制限等の必要な措置を講ずる。また、記録機能を有する機器の情報システム端末等への接続の制限等の必要な措置を講ずる。
○　取扱規程等の手続に基づき、特定個人情報等が記録された電子媒体又は書類等を持ち運ぶ必要が生じた場合には、容易に個人番号が判明しないよう安全な方策を講ずる。
○　「持ち運ぶ」とは、特定個人情報等を管理区域又は取扱区域から外へ移動させること又は当該区域の外から当該区域へ移動させることをいい、庁舎内での移動等であっても、特定個人情報等の紛失・盗難等に留意する必要がある。
ｄ　個人番号の削除、機器及び電子媒体等の廃棄  
○　特定個人情報等が記録された電子媒体及び書類等について、文書管理に関する規程等によって定められている保存期間を経過した場合には、個人番号をできるだけ速やかに復元不可能な手段で削除又は廃棄する。
○　個人番号若しくは特定個人情報ファイルを削除した場合、又は電子媒体等を廃棄した場合には、削除又は廃棄した記録を保存する。また、これらの作業を委託する場合には、委託先が確実に削除又は廃棄したことについて、証明書等により確認する。
Ｆ　技術的安全管理措置
ａ　 アクセス制御  
○　情報システムを使用して個人番号利用事務等を行う場合、事務取扱担当者及び当該事務で取り扱う特定個人情報ファイルの範囲を限定するために、適切なアクセス制御を行う。
ｂ　 アクセス者の識別と認証 
○　特定個人情報等を取り扱う情報システムは、事務取扱担当者が正当なアクセス権を有する者であることを、識別した結果に基づき認証する。
ｃ 不正アクセス等による被害の防止等  
○　情報システムを外部等からの不正アクセス又は不正ソフトウェアから保護する仕組み等を導入し、適切に運用する。また、個人番号利用事務の実施に当たり接続する情報提供ネットワークシステム等の接続規程等が示す安全管理措置を遵守する。
○　個人番号利用事務において使用する情報システムについて、インターネットから独立する等の高いセキュリティ対策を踏まえたシステム構築や運用体制整備を行う。
ｄ 漏えい等の防止  
○　特定個人情報等をインターネット等により外部に送信する場合、通信経路における漏えい等を防止するための措置を講ずる。
○　特定個人情報ファイルを機器又は電子媒体等に保存する必要がある場合、原則として、暗号化又はパスワードにより秘匿する。

作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）

第４－２－⑵ 安全管理措置（抄）
○　個人のプライバシー等の権利利益に影響を与え得る特定個人情報の漏えいその他の事態を発生させるリスクを軽減するための措置として、特定個人情報保護評価書に記載した全ての措置を講ずるものとする。

（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｃ　組織的安全管理措置 
ｅ　取扱状況の把握及び安全管理措置の見直し  
○　監査責任者は、特定個人情報等の管理の状況について、定期に及び必要に応じ随時に監査（外部監査及び他部署等による点検を含む。）を行い、その結果を総括責任者に報告する。
○　総括責任者は、監査の結果等を踏まえ、必要があると認めるときは、取扱規程等の見直し等の措置を講ずる。


作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 



作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 


作成者
○　評価の実施を担当する部署自らによる自己点検、評価実施機関内の内部監査又は外部の第三者による監査を実施している場合には、それぞれ選択してください。 


作成者
■ マイナンバーガイドラインの主な参照箇所及び概要 ■
（※主に入門編の内容を記載しているため、詳しくはマイナンバーガイドライン本体を参照してください。）
（別添１）特定個人情報に関する安全管理措置
２　講ずべき安全管理措置の内容
Ｄ　人的安全管理措置
ｂ　事務取扱担当者等の教育  
○　保護責任者は、部署内の事務取扱担当者等に特定個人情報の保護に関する必要な教育研修を行う。
・　事務取扱担当者への教育研修
・　情報システムの管理に関する事務に従事する職員への教育研修
・　保護責任者に対する研修
・　特定個人情報ファイルを取り扱う事務に従事する者への研修
・　サイバーセキュリティに関する研修（具体的内容については、マイナンバーガイドラインを参照すること。）
※　教育研修については、教育研修への参加の機会を付与するとともに、研修未受講者に対して再受講の機会を付与する等の必要な措置を講ずる。
ｃ　法令・内部規程違反等に対する厳正な対処  
○　法令又は内部規程等に違反した職員に対し、法令又は内部規程等に基づき厳正に対処する。




作成者
○　上記のほか、リスク対策として取り組んでいることがあれば記載してください。
○　また、Ⅲ１．から７．まででは特定個人情報ファイルの取扱いプロセスにおいて想定されるリスクを列記していましたが、これら以外のリスクを特定し、それらのリスクへの対策を実施している場合も、ここに記載してください。
○　組織的及び人的安全管理措置等の観点から、評価実施機関の組織体制や評価対象事務の特性を考慮し、取り組んでいることがあれば記載してください。
○　例えば、次のような内容を記載することが考えられます。
　・　特定個人情報の適切な取扱いについて、継続的な改善を実施するための仕組み
　・　評価対象の事務における事務責任者等の関与の仕組み
　・　評価を適切に実施するために整備している体制
　・　特定個人情報の漏えい事案等が発生した場合の対応
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作成者
○　特定個人情報に関する開示・訂正・利用停止請求を受理する部署の名称、住所、電話番号等を記載してください。【☆行政機関にとっては組織の名称及び所在地は事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第９号）。】



作成者
○　特定個人情報で請求方法が異なる場合は、分かりやすく分けて記載してください。また、開示・訂正・利用停止請求について、本人が利用しやすいような措置を講じており、特記して一般に向けて積極的に情報提供したいものがある場合は、記載してください（請求方法の容易化、手数料の減免など）。


作成者
○　行政機関、独立行政法人等及び地方公共団体等については、訂正・利用停止請求について、番号法、個人情報保護法以外の法令により、特別の手続がある場合はその旨を個人情報ファイル簿に記載するものとされています（個人情報保護法第75条第１項、同法第74条第１項第10号）。このような場合は、行政機関は、法令名及び条項とともに、当該特別の手続の概要を記載してください。【☆行政機関にとっては法令名及び条項は事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第10号・第11号・施行令第20条第２号）。】



作成者
○　行政機関については、個人情報保護法第74条第１項第８号に該当する事項（すなわち個人情報保護法第75条第３項の規定に基づき記録項目の一部若しくは第74条第１項第５号若しくは第７号に掲げる事項を個人情報ファイル簿に記載しないこととするとき又は個人情報ファイルを個人情報ファイル簿に掲載しないこととするとき）があれば、記載してください。【☆行政機関にとっては事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第８号）。】


作成者
○　特定個人情報ファイルの取扱いに関して問合せをする際の連絡先の部署の名称、住所、電話番号等を記載してください。



作成者
○　問合せへの対応について、規程や運用ルール、マニュアルを作成している場合は、その内容（問合せ対応のための体制、受付方法、対応方法、再発防止対策など）の概要を記載してください。
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作成者
○　この重点項目評価書の評価対象の事務について、基礎項目評価を実施した日を記載してください。
○　基礎項目評価の実施日とは、基礎項目評価を実施・再実施（評価書の修正は含みません。）し、基礎項目評価書の委員会への提出のために評価実施機関内の決裁を了した日です。


作成者
○　基礎項目評価書に含まれるしきい値判断の結果を選択してください。


作成者
○　重点項目評価書案を作成した評価実施機関は、これを公示し、広く国民・住民等の意見を求めることができます。
○　意見聴取を実施した場合は、採用した意見聴取の方法を記載してください。



作成者
○　意見聴取を実施した場合は、実施した日及び期間について記載してください。



作成者
○　意見聴取を実施した場合は、得られた主な意見の概要とともに、それらの意見にどのように対応したかを記載してください。


作成者
○　重点項目評価書案を作成した評価実施機関は、第三者点検を受けることができます。
○　第三者点検を受けた場合は、実施した日を記載してください。複数回に分けて実施した場合は実施した期間等の形で記載することができます。


作成者
○　第三者点検を受けた場合は、採用した方法について記載してください。



作成者
○　第三者点検を受けた場合は、第三者点検により指摘を受けた事項、それらを踏まえた評価書の修正等の対応について記載してください。
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作成者
○　原則として、記載を変更した評価書の公表日を記載してください。
○　委員会への提出・公表が、変更前である場合は、変更の予定年月日を記載してください。【☆行政機関にとって、事前通知事項に関する変更の予定年月日は事前通知事項です（個人情報保護法第74条第１項第11号・施行令第20条第１項第２号）。】


作成者
○　記載を変更した又は変更する予定の項目の名称を記載してください。


作成者
○　変更前の記載内容を記載してください。



作成者
○　変更後の記載内容を記載してください。


作成者
○　委員会に提出・公表する時期が、変更前である場合は「事前」と、変更後である場合は「事後」と記載してください。


作成者
○　提出時期が事前の場合は、①重要な変更、②事前通知事項（行政機関のみ）又は③事後で足りるものの任意に事前に提出のうち、いずれの理由により事前に提出・公表するかを記載してください。
○　事後の場合は、①重要な変更に当たらない旨とその理由（誤字脱字の修正、リスクを明らかに軽減させる変更である等）、②事前通知事項に当たらない旨（行政機関のみ）又は③その他の項目の変更であり事前の提出・公表が義務付けられない旨のいずれかを記載してください。
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